
①第４回懇談会資料【P7】

変更前 変更後

１） 第４回懇談会資料の修正（委員発言等）

温室効果ガス削減に向けた
カーボンニュートラルポートへの取組

環境－１

【現状認識・ニーズ】
・国の「2050年カーボンニュートラル宣言」の下、脱炭素化に配慮した港湾
機能の高度化や水素・アンモニア等、次世代エネルギーの受入環境の整備
等を図るカーボンニュートラルポートを推進するため、全国の港湾において、
「港湾脱炭素化推進計画」の検討が進んでいる。

・仙台塩釜港は、東北唯一の製油所や多数の油槽所、LNG基地、火力発
電所等のエネルギー産業が立地し、東北圏域への広域エネルギー供給が
なされている。

・現在、仙台塩釜港の脱炭素化の検討のため、「仙台塩釜港港湾脱炭素
化推進協議会」を設置しており、令和5年11月27日に開催した第５回協
議会では「仙台塩釜港港湾脱炭素化推進計画（素案）」の内容を提示
した。※令和5年度内に同推進計画を策定予定。

【将来動向】
・東北圏域への広域エネルギー供給拠点である仙台塩釜港は、今後、化石
燃料の代替となることが想定される水素･アンモニア等次世代エネルギーの
受入・貯蔵・供給体制の構築や、ブルーカーボン（藻場）の造成等の吸
収源対策など、港湾地域の脱炭素化に向けて官民が連携した着実な取
組が求められる。

・低・脱炭素化荷役機械の導入や、照明設備のLED化など、低炭素化・脱
炭素化に向けた取組を進め、コンテナターミナルにおける「CNP認証」制度
の活用により、港湾の競争力を図っていく。

温室効果ガス削減に向けた
カーボンニュートラルポートへの取組

環境－１

【現状認識・ニーズ】
・国の「2050年カーボンニュートラル宣言」の下、脱炭素化に配慮した港湾
機能の高度化や水素・アンモニア等、次世代エネルギーの受入環境の整備
等を図るカーボンニュートラルポートを推進するため、全国の港湾において、
「港湾脱炭素化推進計画」の検討が進んでいる。

・仙台塩釜港は、東北唯一の製油所や多数の油槽所、LNG基地、火力発
電所等のエネルギー産業が立地し、東北圏域への広域エネルギー供給が
なされている。

・現在、仙台塩釜港の脱炭素化の検討のため、「仙台塩釜港港湾脱炭素
化推進協議会」を設置しており、令和5年11月27日に開催した第５回協
議会では「仙台塩釜港港湾脱炭素化推進計画（素案）」の内容を提示
した。※令和5年度内に同推進計画を策定予定。

・東北の農水産品を仙台塩釜港経由で京浜港から輸出していく長距離陸
送からの海運転換（モーダルシフト）が既に開始され、脱炭素化への取組
が進んでいる。

【将来動向】
・東北圏域への広域エネルギー供給拠点である仙台塩釜港は、今後、化石
燃料の代替となることが想定される水素･アンモニア等次世代エネルギーの
受入・貯蔵・供給体制の構築や、ブルーカーボン（藻場）の造成等の吸
収源対策など、港湾地域の脱炭素化に向けて官民が連携した着実な取
組が求められる。

・水素･アンモニア等次世代エネルギーの今後の需要先と需要量の見極め、
燃料選択・導入の可能性に関する検討が必要となる。

・低・脱炭素化荷役機械の導入や、照明設備のLED化など、低炭素化・脱
炭素化に向けた取組を進め、コンテナターミナルにおける「CNP認証」制度
の活用により、港湾の競争力を図っていく。
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【資料３】



①第４回懇談会資料【P9】

変更前 変更後

１） 第４回懇談会資料の修正（委員発言等）

2

クルーズ船受入環境とインバウンドの促進観光・交流－１

【将来動向】
・国の「観光立国推進基本計画」における目標は、コロナ前ピーク水準の旅
客数や寄港回数を目指しており、クルーズライン国際協会（CLIA）による
旅客数やクルーズ船収容能力の見通しは、右肩上がりを見込んでいる。

・成長戦略としてのインバウンド人口増加への期待により、クルーズ船へのニー
ズも高まることが見込まれる。

・土地の文化や自然を肌で感じる体験型の旅行へのニーズに対し、地域性が
旅行者に対する魅力の創出につながる可能性がある。

クルーズ船受入環境とインバウンドの促進観光・交流－１

【将来動向】
・国の「観光立国推進基本計画」における目標は、コロナ前ピーク水準の旅
客数や寄港回数を目指しており、クルーズライン国際協会（CLIA）による
旅客数やクルーズ船収容能力の見通しは、右肩上がりを見込んでいる。
・成長戦略としてのインバウンド人口増加への期待により、クルーズ船へのニー
ズも高まることが見込まれる。
・近年、乗客数が数百人程度の小型ラグジュアリー船の国内寄港が増えてい
る中、富裕層など客層の特性に合わせた誘致戦略や受入体制の構築、付
加価値の高い特別感のある観光サービスの提供が求められる。
・土地の文化や自然を肌で感じる体験型の旅行へのニーズに対し、地域性が
旅行者に対する魅力の創出につながる可能性がある。

Ⅰ

Ⅰ



①第４回懇談会資料【P10】

変更前 変更後

１） 第４回懇談会資料の修正（委員発言等）

3

マリンレジャーの適正な推進観光・交流－2

【現状認識・ニーズ】
①国内プレジャーボート等のマリンレジャー需要

・コロナ禍におけるアウトドア志向の高まりにより、クルージングや釣り等のマリ
ンレジャー需要は増加傾向にある一方、プレジャーボートの全体隻数は、全
国・宮城県ともに減少傾向にある。

・仙台塩釜港では東日本大震災後、放置艇が減少し、許可艇が増加す
るなど適正化が進んでいる。現在は、公共・民間施設を併せた収容能力内
にプレジャーボート隻数が収まっているが、地域的な過不足は未だ確認され
ている。

②仙台塩釜港でのマリンレジャー・アクティビティの実施状況

・港湾区域および臨港地区では、釣りや、ヨット、ＳＵＰ、シーカヤックなど
が行われている一方、既存の水域利用者等との調整状況に課題がある。

・マリンレジャーは人流増加を促す手段となる可能性が高いが、仙台塩釜
港周辺は漁業権が広く指定されていることから、マリンレジャー利用を推進す
る場合、従来からの利用者との調整や活動エリアの区分・指定などの対策
が求められる。

【現状認識・ニーズ】
①国内プレジャーボート等のマリンレジャー需要

・コロナ禍におけるアウトドア志向の高まりにより、クルージングや釣り等のマリ
ンレジャー需要は増加傾向にある一方、プレジャーボートの全体隻数は、全
国・宮城県ともに減少傾向にある。

・仙台塩釜港では東日本大震災後、放置艇が減少し、許可艇が増加す
るなど適正化が進んでいる。現在は、公共・民間施設を併せた収容能力内
にプレジャーボート隻数が収まっているが、地域的な過不足は未だ確認され
ている。

②仙台塩釜港でのマリンレジャー・アクティビティの実施状況

・港湾区域および臨港地区では、釣りや、ヨット、ＳＵＰ、シーカヤックなど
が行われている一方、既存の水域利用者等との調整状況に課題がある。

・マリンレジャーは人流増加を促す手段となる可能性が高いが、仙台塩釜
港周辺は漁業権が広く指定されていることから、マリンレジャー利用を推進す
る場合、安全性の確保や従来からの利用者との調整、活動エリアの区分・
指定などの対策が求められる。

Ⅰ Ⅰ

マリンレジャーの適正な推進観光・交流－2



①第４回懇談会資料【P11】

変更前 変更後

１） 第４回懇談会資料の修正（委員発言等）

4

人流増加に向けた目的地づくりの推進観光・交流－3

【現状認識・ニーズ】
①仙台塩釜港の人流機能

・仙台港区には、定期フェリーの発着場だけでなく、アウトレットパーク、水
族館、イベント施設などが含まれた「みなとオアシス 仙台港」がある。

・塩釜港区には、「みなとオアシス マリンゲート塩釜」を発着場として、定
期観光船や離島航路が多数就航しており、日本三景松島や浦戸諸
島の玄関口として機能している。また、港奥部には北浜緑地が整備され、
地元市民の憩いの場として機能している。

・松島港区は、日本三景松島として、２６０以上の島々による風光明
媚な景観、国宝瑞巌寺などがあり、東北を代表する観光拠点として機
能している。

・石巻港区には、牡鹿・金華山エリアを結ぶ旅客船が内港地区に就航し
ている。また、港湾背後には「石巻南浜津波復興祈念公園」や震災遺
構があり、さらに、震災後に整備された「いしのまき海の駅」がある。

②宮城県及び背後市町の観光入込客数（人流動向）

・宮城県の観光入込客数は令和4年(速報)で5,724万人とコロナ前
(R1)の84％に達し、R6の7,000万人目標に向けて回復傾向にある。

・港湾に隣接している背後市町において、市町が目標としている目標観
光入込数に達していない。

人流増加に向けた目的地づくりの推進観光・交流－3

【現状認識・ニーズ】
①仙台塩釜港の人流機能

・仙台港区には、定期フェリーの発着場だけでなく、アウトレットパーク、水
族館、イベント施設などが含まれた「みなとオアシス 仙台港」がある。

・塩釜港区には、「みなとオアシス マリンゲート塩釜」を発着場として、定
期観光船や離島航路が多数就航しており、日本三景松島や浦戸諸
島の玄関口として機能している。また、港奥部には北浜緑地が整備され、
地元市民の憩いの場として機能している。

・松島港区は、日本三景松島として、２６０以上の島々による風光明
媚な景観、国宝瑞巌寺などがあり、東北を代表する観光拠点として機
能している。

・石巻港区には、牡鹿・金華山エリアを結ぶ旅客船が内港地区に就航し
ている。また、港湾背後には「石巻南浜津波復興祈念公園」や震災遺
構があり、さらに、震災後に整備された「いしのまき海の駅」がある。

・野蒜築港や貞山運河・東名運河など歴史的なインフラツーリズムの視
点や、みなとオアシスなどの既存施設の活用を検討すべき。

②宮城県及び背後市町の観光入込客数（人流動向）

・宮城県の観光入込客数は令和4年(速報)で5,724万人とコロナ前
(R1)の84％に達し、R6の7,000万人目標に向けて回復傾向にある。

・港湾に隣接している背後市町において、市町が目標としている目標観
光入込数に達していない。

Ⅰ

Ⅰ



①第４回懇談会資料【P12】

変更前 変更後

１） 第４回懇談会資料の修正（委員発言等）

5

人流増加に向けた目的地づくりの推進観光・交流－3

【将来動向】

・港湾やその周辺における、人流や滞留時間の増加は、地域の活性化や
地域交流を促す重要な要素となる。

・観光地にするのではなく、ヨットの配置などにより魅せる景観、様々な施設
やイベント、有名料理人とのコラボレーションなど、色々な要素を掛け算す
ることで、新しい魅力づくり・滞留時間の増加に向けた、「目的地づくり」が
必要となってくる。

・港湾区域と背後地域との連携による賑わいの創出が必要。

人流増加に向けた目的地づくりの推進観光・交流－3

【将来動向】

・港湾やその周辺における、人流や滞留時間の増加は、地域の活性化や
地域交流を促す重要な要素となる。

・東北ならではの暮らし・伝統が生み出す魅力や、魅せる景観・イベント・
有名料理人とのコラボレーションといった要素を掛け算することによる新し
い魅力の創出など、滞留時間の増加に向けた「目的地づくり」が必要と
なってくる。

・行政や観光業・観光地域づくり法人等の幅広い関係者が連携・協力し、
港湾区域と背後地域との連携による賑わいの創出が必要。

Ⅱ

Ⅰ Ⅰ
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①第４回懇談会資料【P13】

変更前 変更後

１） 第４回懇談会資料の修正（委員発言等）

6

• 環境にかかる事項［論点３］と、観光・交流にかかる事項
［論点５］について、今後、仙台塩釜港が取り組むべき課題
を、⑥～⑩のとおり整理した。

• 「環境」に関する課題は、⑥カーボンニュートラルポートへの取
組、⑦海域環境の保全、の２つを、「観光・交流」に関する課
題は、⑧クルーズ船受入促進、⑨マリンレジャーの適正な推
進、⑩人流増加に向けた目的地づくりの推進、の３つをそれ
ぞれ抽出した。

• 環境にかかる事項［論点３］と、観光・交流にかかる事項
［論点５］について、今後、仙台塩釜港が取り組むべき課題
を、⑧～⑫のとおり整理した。

• 「環境」に関する課題は、⑧カーボンニュートラルポートへの取
組、⑨海域環境の保全、の２つを、「観光・交流」に関する課
題は、⑩クルーズ船受入促進、⑪マリンレジャーの適正な推
進、⑫人流増加に向けた目的地づくりの推進、の３つをそれ
ぞれ抽出した。

課題⑥ 温室効果ガス削減に向けた
カーボンニュートラルポートへの取組

課題⑦ 海域環境の保全

課題⑧ クルーズ船受入環境とインバウンドの促進

課題⑨ マリンレジャーの適正な推進

課題⑩ 人流増加に向けた目的地づくりの推進

課題⑧ 温室効果ガス削減に向けた
カーボンニュートラルポートへの取組

課題⑨ 海域環境の保全

課題⑩ クルーズ船受入環境とインバウンドの促進

課題⑪ マリンレジャーの適正な推進

課題⑫ 人流増加に向けた目的地づくりの推進

環 境 環 境

観光・交流 観光・交流



①第４回懇談会資料【P14】

変更前 変更後

１） 第４回懇談会資料の修正（委員発言等）

7

コンテナターミナルの取扱機能の効率化・拡充に向けた取組物流－１ コンテナターミナルの取扱機能の効率化・拡充に向けた取組物流－１



①第４回懇談会資料【P14】

変更前 変更後

１） 第４回懇談会資料の修正（委員発言等）

8

ユニットロード貨物・バルク貨物取扱機能の効率化・拡充に向けた取組物流－２ ユニットロード貨物・バルク貨物取扱機能の効率化・拡充に向けた取組物流－２



①第４回懇談会資料【P14】

変更前 変更後

１） 第４回懇談会資料の修正（委員発言等）

9

労働力不足に対応する業務効率化・生産性向上への取組物流－3 労働力不足に対応する業務効率化・生産性向上への取組物流－3



①第４回懇談会資料【P15】

変更前 変更後

１） 第４回懇談会資料の修正（委員発言等）

10

課題⑪ 港湾施設の老朽化進行への対応

課題⑫ 災害時における船舶と海路（輸送拠点・避難など）の活用

【課題追加案（事務局提案）】

懇談会で整理した仙台塩釜港の１０の課題に追加して
２課題を追加提案したい

課題⑥ 港湾施設の老朽化進行への対応

課題⑦ 災害時における船舶と海路（輸送拠点・避難など）の活用

【課題追加案（事務局提案）】

懇談会で整理した仙台塩釜港の１０の課題に追加して
２課題を追加提案したい



①第４回懇談会資料【P16】

変更前 変更後

１） 第４回懇談会資料の修正（委員発言等）

11

課題⑪ 港湾施設の老朽化進行への対応 課題⑥ 港湾施設の老朽化進行への対応

【現状認識・ニーズ】

・当県における港湾施設の多くは、昭和40年以降に集中的に整備されてお
り、今後、急速に老朽化した施設が増加する。

・最も施設数の多い岸壁などの係留施設を例にとると、平成29年の長寿命
化計画策定時は、供用50年を経過する施設は全体の約2割であったが、
10年後の令和9年には約6割に達し、更にその10年後の令和19年には
約8割に達する見込みである。(建設後50年というのを一つの指標として施
設の劣化状況を評価。)

・予防保全型の保全・修繕による対策により計画的な維持管理を行うことで、
中長期的なトータルコスト縮減による予算の平準化を図り、持続可能な運
用が求められている。

Ⅰ

【現状認識・ニーズ】

・当県における港湾施設の多くは、昭和40年以降に集中的に整備されてお
り、今後、急速に老朽化した施設が増加する。

・最も施設数の多い岸壁などの係留施設を例にとると、平成29年の長寿命
化計画策定時は、供用50年を経過する施設は全体の約2割であったが、
10年後の令和9年には約6割に達し、更にその10年後の令和19年には
約8割に達する見込みである。(建設後50年というのを一つの指標として施
設の劣化状況を評価。)

・構造物だけでなく、水域施設についても埋没等を考慮した浚渫等の適切
な維持管理が必要となる。

・予防保全型の保全・修繕による対策により計画的な維持管理を行うことで、
中長期的なトータルコスト縮減による予算の平準化を図り、持続可能な運
用が求められている。

Ⅰ



①第４回懇談会資料【P17】

変更前 変更後

１） 第４回懇談会資料の修正（委員発言等）
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課題⑫ 災害時における船舶と海路（輸送拠点・避難など）の活用 課題⑦ 災害時における船舶と海路（輸送拠点・避難など）の活用

【将来動向】

・現状では、被災時において災害物資を入れることに特化しているが、災
害時の港湾利用は双方向で検討すべきであり、物資を入れるだけでなく、
人の避難手段としても活用していく必要がある。

・宮城県沖地震だけでなく、令和4年12月から運用が開始された「北海
道・三陸沖後発地震注意情報」なども踏まえた有事への対応が必要。

【将来動向】

・現状では、被災時において災害物資を入れることに特化しているが、災
害時の港湾利用は双方向で検討すべきであり、物資を入れるだけでなく、
人の避難手段としても活用していく必要がある。

・宮城県沖地震だけでなく、令和4年12月から運用が開始された「北海
道・三陸沖後発地震注意情報」なども踏まえた有事への対応が必要。

・「港湾BCP」においては、 背後企業の生産活動用の通常貨物に対し、
緊急輸送物資や他港からの代替輸送貨物との取り合いなどの利用に
関する調整が必要である。

Ⅰ

Ⅰ
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変更前 変更後

１） 第４回懇談会資料の修正（委員発言等）

13

課題⑥ 温室効果ガス削減に向けた
カーボンニュートラルポートへの取組

課題⑦ 海域環境の保全

課題⑧ クルーズ船受入環境とインバウンドの促進

課題⑨ マリンレジャーの適正な推進

課題⑩ 人流増加に向けた目的地づくりの推進

課題⑧ 温室効果ガス削減に向けた
カーボンニュートラルポートへの取組

課題⑨ 海域環境の保全

課題⑩ クルーズ船受入環境とインバウンドの促進

課題⑪ マリンレジャーの適正な推進

課題⑫ 人流増加に向けた目的地づくりの推進

環 境 環 境

観光・交流 観光・交流
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変更前 変更後

１） 第４回懇談会資料の修正（委員発言等）
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課題① コンテナターミナルの取
扱機能の効率化・拡充に
向けた取組

課題② ユニットロード貨物・バル
ク貨物取扱機能の効率
化・拡充に向けた取組

課題③ 労働力不足に対応する業
務効率化・生産性向上へ
の取組

物 流 防災・施設維持

課題④ 国際戦略港湾の支援も視
野に入れた広域的な防災
港湾の体制強化

課題⑤ 海面処分用地の確保検討

課題⑪ 港湾施設の老朽化進行へ
の対応

課題⑫ 災害時における船舶と海
路（輸送拠点・避難など）
の活用

環 境

課題⑥ 温室効果ガス削減に向け
たカーボンニュートラル
ポートへの取組

課題⑦ 海域環境の保全

観光・交流

課題⑧ クルーズ船受入環境とイ
ンバウンドの促進

課題⑨ マリンレジャーの適正な
推進

課題⑩ 人流増加に向けた目的地
づくりの推進

課題① コンテナターミナルの取
扱機能の効率化・拡充に
向けた取組

課題② ユニットロード貨物・バル
ク貨物取扱機能の効率
化・拡充に向けた取組

課題③ 労働力不足に対応する業
務効率化・生産性向上へ
の取組

物 流 防災・施設維持

課題④ 国際戦略港湾の支援も視
野に入れた広域的な防災
港湾の体制強化

課題⑤ 海面処分用地の確保検討

課題⑥ 港湾施設の老朽化進行へ
の対応

課題⑦ 災害時における船舶と海
路（輸送拠点・避難など）
の活用

環 境

課題⑧ 温室効果ガス削減に向け
たカーボンニュートラル
ポートへの取組

課題⑨ 海域環境の保全

観光・交流

課題⑩ クルーズ船受入環境とイ
ンバウンドの促進

課題⑪ マリンレジャーの適正な
推進

課題⑫ 人流増加に向けた目的地
づくりの推進
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変更前 変更後

１） 第４回懇談会資料の修正（委員発言等）
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仙台塩釜港を取り巻く交通インフラ環境について 仙台塩釜港を取り巻く交通インフラ環境について

【現状認識】
・平成24年10月の統合により４港区が一体となり、仙台塩釜港となる。

・現在、東日本大震災後の復旧・復興工事により、宮城県及び東北におけ
る太平洋沿岸の自動車専用道路の環境が大きく変化している。

・青森県八戸市から仙台市までの三陸沿岸道路は、無料区間が長く、東北
自動車道のサブルートとして、東北の物流網を変える要因となりうる。

・４港区間の移動時間は、最も離れた仙台港区と石巻港区の間でも40分
程度まで、短縮されている。

・県北部では、みやぎ県北高速幹線道路の整備など、東北縦貫自動車道と
三陸縦貫自動車道を結んだ高規格道路網の整備が進んでいる。

【将来動向】
・県内外における道路網の整備が促進することで、仙台塩釜港での港区間
連携による港湾の一体利用に向けた環境が整い、仙台塩釜港の物流、観
光・交流、防災における利用面において、より機能の増進、発展が図られる。

・東北における道路網の整備促進により、東北地方におけるサプライチェーン
の変化や、防災時における広域的な対応の検討が可能となり、港湾に求め
られる利活用の内容にも変化が生じる。

【現状認識】
・平成24年10月の統合により４港区が一体となり、仙台塩釜港となる。

・現在、東日本大震災後の復旧・復興工事により、宮城県及び東北におけ
る太平洋沿岸の自動車専用道路の環境が大きく変化している。

・青森県八戸市から仙台市までの三陸沿岸道路は、無料区間が長く、東北
自動車道のサブルートとして、東北の物流網を変える要因となりうる。

・４港区間の移動時間は、最も離れた仙台港区と石巻港区の間でも40分
程度まで、短縮されている。

・県北部では、みやぎ県北高速幹線道路の整備など、東北縦貫自動車道と
三陸縦貫自動車道を結んだ高規格道路網の整備が進んでいる。

・仙台塩釜港背後には、高規格道路網とあわせて、仙台空港や鉄道網
（JR旅客やJR貨物・臨海鉄道の貨物専用）が整備され、物流・人流を
支える交通インフラが形成されている。

【将来動向】
・県内外における道路網の整備が促進することで、仙台塩釜港での港区間
連携による港湾の一体利用に向けた環境が整い、仙台塩釜港の物流、観
光・交流、防災における利用面において、より機能の増進、発展が図られる。

・東北における道路網の整備促進により、東北地方におけるサプライチェーン
の変化や、防災時における広域的な対応の検討が可能となり、港湾に求め
られる利活用の内容にも変化が生じる。

・「物流の2024年問題」や「脱炭素化」における対策としてモーダルシフトの
進展が予測され、港湾取扱貨物の増加など、国内貨物輸送の改変が見
込まれる。

Ⅰ

Ⅱ

Ⅰ

Ⅱ
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１） 第４回懇談会資料の修正（委員発言等）
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仙台塩釜港を取り巻く交通インフラ環境について 仙台塩釜港を取り巻く交通インフラ環境について
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１） 第４回懇談会資料の修正（委員発言等）
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課題⑥ 温室効果ガス削減に向けた
カーボンニュートラルポートへの取組

課題⑦ 海域環境の保全

課題⑧ クルーズ船受入環境とインバウンドの促進

課題⑨ マリンレジャーの適正な推進

課題⑩ 人流増加に向けた目的地づくりの推進

課題⑧ 温室効果ガス削減に向けた
カーボンニュートラルポートへの取組

課題⑨ 海域環境の保全

課題⑩ クルーズ船受入環境とインバウンドの促進

課題⑪ マリンレジャーの適正な推進

課題⑫ 人流増加に向けた目的地づくりの推進

環 境 環 境

観光・交流 観光・交流

防災・施設維持

課題⑪ 港湾施設の老朽化進行への対応

課題⑫ 災害時における船舶と海路（輸送拠点・避難など）の活用

防災・施設維持

課題⑥ 港湾施設の老朽化進行への対応

課題⑦ 災害時における船舶と海路（輸送拠点・避難など）の活用


